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令和弐年度 学校経営の構造
旭川市立明星中学校

令和弐年度
経営の目的

(VENUS SPIRIT)

二刀流の子
＝センスあるかしこい子

次年度学校評価→計画・構想

○実態 ○変化 ○傾向 ○経過

○成果 ○課題 ○学校力

☆定式 ☆手がかり ☆気づき

☆発想 ☆逸脱 ☆発見的認識

令和弐年度
経営の方法

(VENUS METHOD)

●学力の二刀流

＝楽しむための底力

＝言語と論理

●人づくり・指導の二刀流

＝粋→【筋と人情】

～二刀を追わぬ者
一刀をも得ず～

人づくりは環境づくりの基盤

校務分掌組織 明星中学校 令和弐年度の目標⇔評価指標
人 子どもの (1)子どもたちが命を大切にし，人を尊重する優しさと思いやりに満ちた大人
づ 人づくりSG へと成長できるよう，毅然とした指導と子どもの行動や心の変化を見逃さ
く ないすき間のない人情あるふれあいに努めることができたか。
り 【自律･人づく (2)主体的・対話的で深い学びの視点で授業改善を行い，子どもたちが基礎・
Ｇ りの生徒指導】 基本を身に付け，その力を使いこなす（自分で考えて行動できる）ことの

できる自律した大人へと鍛え育てることができたか。
大人の (1)子どもの人づくりを進めるために，生徒指導・学習指導の両場面で発揮できる資
人づくりSG 質・能力を備える自己研鑽に努めたか。
【二刀流(粋＝筋 (2)次期学習指導要領の全面実施に向け，情報の収集や整理，趣旨・重点の理
＋人情)の指導力】 解に努め，日頃の授業改善に生かすことができたか。

１

人づくり Ｋ規律(基本的生活習慣／服務) Ｓ１サポート(寄り添って主体性育
の手法 成／報連相・指導・助言) Ｓ２信頼(信頼できる主体性／信じて委ね
(ＫＳ３) る) Ｓ３ストレッチ(新たな目標／刺激・敢えて途方もない目標提示)

Ｓ３） 浸透

Ｓ４） 組織化

ヨコに連携して環境をつくる

学年／分掌等 明星中学校 令和弐年度の目標⇔評価指標

第 「学ぶ仲間」 筋将来の社会的自立に向
１ 筋中学生としての自覚を持ち，基本的な生活習慣や学習 け基本的な生活習慣を
学 習慣を確立できたか。 身に付けさせることが
年 人情集団の中の自分のよりよい在り方を仲間との協働活動 できたか。。

の中で学ぶことができたか。 筋家庭と学校の密な連携

第 「創る仲間」 をとり，社会生活に必 特
２ 筋中堅学年として問題意識を持ち，よりよい判断で改善 要な知識・技能を身に 別
学 し自ら考えて行動することができたか。 付けさせることができ 支
年 人情互いの良さを認め，助け合う大切さを，仲間と協力し たか。 援

て行う活動の中から学ぶことができたか。 人情職員全員で共通理解を
第 「伝える仲間」 図り，様々な視点から
３ 筋最高学年として自分の視野や可能性を広げ，意欲的・ アプローチをすること
学 向上的に行動することができたか。 により，互いの良さを
年 人情互いの良さを生かし，最後までやり抜く強さを身に付 認め合う心を育てるこ

け集団として高め合うことができたか。 とができたか。
マネジメント ◎新学習指導要領全面実施に向けて，「自ら考えて学びを工夫する人」を目的と
づくりＧ して，子どもたちの具体的な学びの在り方を検討することができたか。
【教務】 ◎学力の二刀流と指導の二刀流を通して，１年間の視点で「センスあるかしこ

い子」を目指す取組を具体化することができたか。
①言語能力の向上に向けた取組 ②ブリッジ・プラス・学習サポートの効果
的な取組 ③総合的な学習の時間の整備。

情操･健康 ◎伝統と校風を継承，発展させる様々な活動を精査・推進し，豊かな情操を醸
づくりＧ 成して，子どもたちの感性を磨くことができたか。
【事業】 ①心身の健康・安全教育の充実 ②教育環境の基盤を形成

③WETな工夫と改善
環境・PTA ◎学力向上やセンス醸造の基底を支える教育環境づくりができたか。
づくりＧ ◎保護者と共に子どもたちの成長をみまもり，また私たち大人も成長できるよ

【事務管理】 うなＰＴＡ組織づくりができたか。
家庭環境 ◎各家庭環境の状況に｢応｣じ，粋(＝筋＋人情)な支｢援｣を展開するため，家庭

応援 ・学校それぞれの責任分担や，両者の交わりを明確化して取り組んだか
①家庭状況の適切な共有 ②関係機関との連携 ③丁寧でWETな対応の探究

学校力づくり ◎学校の組織力・地域総がかり等あらゆる連携を学校力として結集し，挑戦的
＆ かつ柔軟に取り込んでいくための，「学校力の姿」の具体化を図る。

地域環境 ①運営委(老舗＝継承)⇔ＶＳ特委(非老舗＝見直し・改変) ②異質･異校種との通行
⇔学校支援 ③働き方マネジメント力向上 ④学校運営協議会(ＣＳ)元年 ⑤Ｓ.マイノリティ

ヨコに連携する手法 (４コツ) ①共通 ②一貫 ③徹底 ④継続

Ｓ４） 組織化

Ｓ３） 浸透

本校の教育目標

【知Ｃ】自主的によく考え，正しく判断
し実践する知性のある人

【和Ｗ】豊かな情操をもち，積極的に社
会に奉仕する協調性のある人

【粘りＮ】健康な体と旺盛な気力をもって
努力する粘りのある人

明星中は，生徒のしあわせな教育環境か？

ソソフトウェア環境 人人的環境

ハハードウェア環境 ５環境

家家庭環境 地地域環境 （教育環境経営）

本校教育の基底
○各種法令 ○学習指導要領 ○道教育推進計画 ○道教育行政執行方針
○上川管内教育推進の重点 〇第８次旭川市総合計画 ○第２期旭川市学
校教育基本計画 ○旭川市教育行政方針 〇旭川市確かな学力育成プラン

悩んだら６Ｓシステムで点検

Ｓ２） 焦点化 Ｓ３） 浸透

Ｓ２） 焦点化

タテに積み重ねて環境をつくる

教科・ 明星中学校 令和弐年度の目標⇔評価指標

領域等 本校としての各教科・領域等の見方・考え方

【総合的な学習の時間】「明星中グランドデザインの柱」
〇自ら課題を見付け，よりよく問題を解決する能力を育成するとともに，問題の解決や探究活動に

主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができるようにする。

国語科「言葉を楽しむ自分の創造」
○言葉で見つめ，言葉で考え，言葉で表す楽しさやしあわせの実感を通して，自分の確かな

考えをもち，深めるため，奇をてらわずに生徒の想像力を超える授業を構想・展開します。

社会科「つなげよう未来へ 広く(地)・永く(歴)・深く(公)」
○多様化が進む社会でもその一員として生きていくために，日本の成り立ちや世界の国々につい

て自分と比べて・話し合って・発見して今の自分に何ができるかを考える授業を展開します。

数学科「人生を数学でマネジメント」
○調和のとれた美しい世界（正解）を導き出すため，自ら課題を見いだし，自律的に解

決する過程やその根拠を交流し「考えることが楽しい」授業を展開します。

理 科「身のまわりの？を解決」
〇自然事象の中から見つけた疑問を解決するために，理科の見方を働かせて課題を設定

し，論理的に考えて他者と議論しながら解決する「学びを楽しむ」授業を展開します。

音楽科「耳を澄ませて心の中の自分を見つけよう」
〇生活や社会の中にある音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成するため
合唱・器楽・創作・鑑賞を通して自分を表現できる授業を展開します。

美術科「私の喜びが私を創る」
〇自己の感じ方・思考・表現や自他の相違から「私」の価値に気付くため，五感を働か

せ，題材と感覚と思考で対話する楽しみと，試行錯誤・表現の選択・諸要素の統合な

ど広がりや深まりを散りばめた造形活動を演出します。

保健体育科「エンジョイ スポーツ ライフ」
〇将来の豊かなスポーツライフ及び生涯を通じて健康的な生活を送るため，確かな体力

や技能を身に付けさせ，食事・運動・休養といったバランスのとれた生活を送れる実

践力と知識を定着させる授業を展開します。

技術・家庭科「「生きる」をクリエイト」
技 持続可能な社会を創り，生活や社会における事象を技術との関わりの視点で捉えら

れるようにするため，ものづくりをはじめとする技術を実践的・体験的・問題解決的

に学び，基礎・基本を定着させる授業を展開します。

家 社会の変化に対応しながらよりよい生活を営み生きていく力を身に付けるため，具

体的な生活場面を想定して実践的・体験的・問題解決的に学ぶことで，学んだことを
家庭でも実践できる力を育てる授業を展開します。

外国語科「グローバルでいこう」
○他者を理解したり，世界に視野を広げたりする資質・能力を高めるため，自分の気持
ちや考えを「話す」「聞く」「書く」「読む」で伝え合うコミュニケーションを大切に
した授業を展開します。

道徳科「学んだことを実践しよう Part１」
○自分との関わりや他者との関わり合いを通して，共に高め合い，よりよく生きるため
の道徳性を養う授業を展開します。

特別活動「学んだことを実践しよう Part２」
○自主的，実践的に取り組み，よりよい人間関係を築く力や望ましい集団活動の方法を

身に付け，自己実現を図ろうとする特別活動を創作します。

タテに積 論理(思考)を鍛えるために 言語を鍛えるために

み重ねる ◎外出しされない思考は鍛えられない ◎思考は風→外出しの場を保証して鍛える

手法 ○論理は思考の共通語→客観性 ○話したいこと→メモ→話し方

(楽しむと ○手本の論理展開をなぞって鍛える ○話の進め方→話し合い方→まとめ方

底力／言 ○繰り返すことで鍛える(実技教科) ○レポートの情報集め→収集手段→整理

語と論理) ○帰納的な考え方／類推的な考え方 ○レポートのテーマ→調査結果→考え・意見

○奇をてらわずに生徒の想像を超える論理? ○推敲：伝えたいこと？目的や意図は？

Ｓ５)STORY

思考の言語化カードの活用
Ｓ３） 浸透

Ｓ１） 取材

実態・願いの把握 ○生徒 ○保護者 ○地域

○教職員 ○学校評議員 ☆日常 ☆学校評価

☆懇談会 ☆行事 ☆来校時 ☆小中連携 変化のキャッチ

Ｓ１） 取材

Ｓ６） 新展開


